
















要約:平成 5 年に富山県農村部と東京都都市部の小学生の生活習慣と食品摂取状況に関す

るアンケート調査を行った。小学 1年生(農村部 85 名、都市部 132 名)および小学生(農村

部 565 名、都市部 792 名)の体格指数とライフスタイルから見た肥満の危険因子に関し、

農村部と都市部を比較検討した。農村部と都市部に共通した肥満の危険因子としては、「食

事は早食いだ」であり、食事をゆっくり食べるように指導することは重要である。農村部

では、「運動は好きでない」、「運動はあまりしない」、「果物類・野菜をあまり食べない」

といった問題点があり、都市部では、「朝食は自分だけで食べる」、「夜食は食べる」とい

った問題点があった。よって、農村部では、食事・運動に関する指導、都市部では、生活

環境の改善が重要である。


